
二
　

木
　

謙
　

三
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
医
学
界
の
巨
星

虚

弱

児

童

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
一
月
十
日
、
秋
田
藩
主
の
侍
医
で
あ
っ
た
樋
口
順
泰
の
二
男
が
秋
田
市
千
秋
明
徳
町
（
旧

土
手
長
町
上
丁
）
で
生
ま
れ
た
。
謙
三
と
名
づ
け
ら
れ
た
そ
の
子
は
、
三
歳
の
と
き
に
、
土
崎
港
に
住
ま
い
す
る
二
木



家
の
養
子
と
な
っ
た
。
二
木
謙
三
の
誕
生
で
あ
る
。

成
績
は
優
秀
だ
が
小
柄
で
痩
せ
っ
ぽ
ち
の
少
年
は
、
明
治
二
十
六
年
に
秋
田
中
学
を
卒
業
す
る
と
仙
台
の
官
立
第
二

高
等
学
校
（
東
北
大
学
教
養
部
の
前
身
）
に
進
む
。
し
か
し
、
在
学
中
に
ひ
ど
い
神
経
衰
弱
に
襲
わ
れ
て
休
学
、
官
立

山
口
高
等
学
校
に
転
じ
た
後
、
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
に
入
学
し
て
、
三
十
四
年
一
月
に
そ
こ
を
卒
業
し
た
。

官
立
山
口
高
等
学
校
は
、
明
治
二
十
七
年
に
開
校
し
た
が
三
十
八
年
に
い
っ
た
ん
閉
校
と
な
り
、
大
正
八
年
に
再
開

さ
れ
て
、
太
平
洋
戦
争
終
了
後
、
山
口
大
学
に
吸
収
さ
れ
る
ま
で
存
続
し
た
学
校
で
あ
る
。

東
大
を
卒
業
し
て
す
ぐ
、
二
木
は
、
伝
染
病
の
研
究
と
治
療
で
知
ら
れ
る
東
京
市
立
駒
込
病
院
に
就
職
し
た
が
、
そ

の
年
は
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
て
い
た
。
当
時
は
、
コ
レ
ラ
と
は
コ
ッ
ホ
の
コ
ン
マ
菌
だ
と
い
う
の
が
定
説
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
に
疑
問
を
も
っ
だ
二
木
は
精
力
的
に
菌
型
分
離
に
取
り
組
み
、
コ
ン
マ
菌
以
外
の
病
原
菌
を
発
見
、
患

者
名
を
と
っ
て
「
竹
内
菌
」
と
名
づ
け
た
。

二
年
目
の
明
治
三
十
六
年
は
、
東
京
に
赤
痢
が
大
流
行
し
た
。
赤
痢
菌
は
志
賀
潔
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
「
志
賀
菌
」

が
世
界
で
最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
二
木
は
こ
こ
で
新
し
い
二
種
類
の
赤
痢
菌
を
発
見
し
、
「
駒
込
Ａ
菌
」
「
駒
込
Ｂ

菌
」
と
命
名
し
て
学
界
の
注
目
を
集
め
た
。

後
年
、
二
木
は
、
二
木
赤
痢
菌
分
類
表
を
作
成
し
、
こ
の
分
類
表
が
、
赤
痢
菌
鑑
別
上
の
指
標
と
し
て
長
く
用
い
ら

れ
た
。
こ
れ
は
学
者
と
し
て
は
最
高
レ
ベ
ル
の
実
績
で
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
も
の
と
い
う
評
価
が
高
い
。

二
木
が
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
の
は
明
治
三
十
八
年
か
ら
四
十
一
年
ま
で
、
年
齢
で
言
う
と
三
十
二
歳
か
ら
三
十
五
歳

ま
で
で
あ
る
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
医
学
部
の
グ
ル
ー
ペ
ル
教
授
の
も
と
で
、
細
菌
学
、
免
疫
学
の
研
究
に
従
事
し
た
。



留
学
中
の
二
木
は
、
周
り
の
ド
イ
ツ
人
学
生
た
ち
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
二
木
は
倒
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
た
ほ
ど
猛
烈
に
勉
強
し
、
グ
ル
ー
ベ
ル
教
授
と
の
共
同
研
究
で
、
「
白
血
球
の
喰

燼
作
用
、
ロ
イ
キ
ン
及
び
プ
ラ

キ
ン
の
殺
菌
作
用
」
に
関
す
る
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

生
来
虚
弱
で
、
子
ど
も
の
時
分
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
病
気
を
経
験
し
た
よ
う
な
二
木
で
あ
っ
た
が
、
二
十
歳
過
ぎ
か

ら
の
玄
米
食
で
健
康
体
に
な
っ
て
い
た
二
木
は
、
勉
強
は
い
く
ら
努
力
し
て
も
倒
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
信
念

の
も
と
に
留
学
最
後
ま
で
頑
張
り
抜
き
、
実
際
、
病
気
に
罹
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

帰
朝
後
、
四
十
二
年
か
ら
は
駒
込
病
院
副
院
長
と
し
て
勤
務
す
る
か
た
わ
ら
東
大
の
講
師
も
務
め
、
大
正
三
年
（
一

九
一
四
）
に
は
助
教
授
に
昇
進
し
て
、
学
位
も
取
得
し
て
い
る
。

鼠

咬

症

ス

ピ

ロ

ヘ

ー

タ

の

発

見

二
木
の
学
問
上
の
大
き
な
業
績
と
し
て
は
、
鼠
咬
症
の
研
究
に
つ
い
て
も
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

鼠
咬
症
と
い
う
の
は
鼠
の
咬
み
傷
か
ら
感
染
す
る
病
気
で
、
咬
傷
が
い
っ
た
ん
治
っ
て
か
ら
、
局
所
の
腫

脹

疼
痛

が
起
こ
る
と
と
も
に
悪
寒
発
熱
し
、
皮
膚
に
滲

出

性
で
紅
斑
模
様
の
発
疹
が
で
き
る
。
咬
傷
部
付
近
の
リ
ン
パ
腺
は

腫
れ
て
疼
痛
が
あ
り
、
弛
張
性
の
高
熱
が
出
る
。
熱
は
一
、
二
週
間
で
下
が
る
が
、
同
じ
よ
う
な
症
状
が
繰
り
返
し

お
こ
る
厄
介
な
病
気
だ
と
い
う
。

二
木
は
そ
の
鼠
咬
症
の
病
原
菌
の
研
究
に
取
り
組
み
、
高
木
逸
麿
、
大
角
真
八
等
と
と
も
に
、
大
正
四
年
、
そ
の
病



原
〈
鼠
咬
症
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
〉
を
発
見
し
た
。

ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
と
い
う
の
は
ら
せ
ん
状
の
菌
で
、
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
は
梅
毒
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
が
あ
る
。
梅

毒
の
治
療
剤
サ
ル
バ
ル
サ
ン
は
、
鼠
咬
症
に
も
有
効
と
の
こ
と
で
あ
る
。

大
正
八
年
に
駒
込
病
院
の
院
長
に
就
任
し
て
い
た
二
木
は
、
十
年
か
ら
は
東
大
の
教
授
も
兼
任
、
医
学
界
の
重
鎮
と

し
て
多
忙
な
日
々
を
過
ご
す
。

十
三
年
夏
に
は
、
従
来
の
嗜
眠
性
脳
炎
や
流
行
性
脊
髄
炎
と
異
な
る
病
原
の
分
離
に
成
功
、
夏
季
脳
炎
と
し
て
発
表

し
た
が
、
こ
れ
は
今
日
の
日
本
脳
炎
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
三
年
後
の
十
五
年
（
昭
和
元
年
）
に
は
、
み
ず
か
ら
主
唱
し
て
日
本
伝
染
病
学
会
を
設
立
し
て
い
る
。

玄

米

博

士

二
木
は
若
い
こ
ろ
か
ら
玄
米
食
を
始
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
は
健
康
を
得
た
と
語
っ
て
Λ
玄
米
博
士
▽
の
異
名
を

と
る
ほ
ど
そ
の
奨
励
に
努
め
た
が
、
二
木
式
保
健
学
の
出
発
点
と
な
る
『
保
健
学
』
を
上
梓
し
た
の
は
大
正
八
年
で
あ
っ

た
。
本
書
に
は
保
健
衛
生
一
般
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
中
で
も
「
食
養
法
」
が
特
に
注
目
さ
れ
た
。

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
は
、
健
康
幸
福
の
十
二
ヵ
条
を
発
表
し
て
い
る
が
、
そ
の
要
点
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

一
、
早
起
き
。
二
、
全
身
冷
水
摩
擦
。
三
、
適
当
な
運
動
。
四
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
。
五
、
白
米
よ
り
麦
、
麦
よ



り
玄
米
が
よ
い
。
六
、
酸
性
食
品
の
肉
よ
り
ア
ル
カ
リ
性
食
品
の
野
菜
の
方
が
よ
い
。
七
、
腹
八
分
目
、
湯
水
を
飮
む
。

水
は
万
病
の
薬
で
、
よ
い
水
な
ら
生
で
飲
む
の
が
よ
い
。
八
、
食
事
は
朝
夕
二
回
で
よ
く
、
昼
食
は
不
要
。
九
、
よ
く

働
く
。
十
、
呼
吸
は
腹
式
呼
吸
で
静
か
に
長
く
。
十
一
、
便
通
は
一
日
一
回
。
十
二
、
善
い
こ
と
、
人
の
た
め
に
な
る

こ
と
を
行
う
。

現
代
に
通
じ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
健
康
の
基
本
は
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

二
木
は
、
九
十
九
歳
ま
で
長
生
き
し
た
と
い
う
ギ
リ
シ
ヤ
の
数
学
者
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
を
し
ば
し
ば
援
用
し
た
よ
う
だ

が
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
は
生
涯
二
食
で
、
黒
パ
ン
、
野
菜
、
蜂
蜜
を
常
食
と
し
、
肉
食
と
飲
酒
は
や
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
あ

る
。二
木
が
奨
励
し
た
玄
米
食
は
、
一
般
に
は
、
不
味
く
て
食
べ
に
く
い
と
い
う
の
で
な
か
な
か
普
及
し
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
二
木
は
、
玄
米
の
炊
き
方
を
説
明
し
、
玄
米
は
決
し
て
不
味
い
も
の
で
は
な
く
、
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
と
強
調
し

た
。昭
和
九
年
に
は
『
何
故
玄
米
食
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
』
と
い
う
単
行
本
ま
で
出
版
し
て
い
る
が
、
そ
の
要
旨
は
、

玄
米
を
白
米
に
す
る
と
、
こ
め
の
栄
養
分
は
消
失
す
る
。
そ
の
割
合
は
、
固
形
分
は
一
割
、
澱
粉
は
七
分
、
蛋
白
は
三

割
二
分
、
脂
肪
は
九
割
、
灰
分
は
九
割
、
有
効
繊
維
は
九
割
二
分
、
燐
酸
は
九
割
の
損
失
を
き
た
す
。
従
っ
て
白
米
の

代
わ
り
に
玄
米
を
食
べ
る
と
、
栄
養
ば
か
り
で
な
く
、
経
済
的
に
も
著
し
い
利
益
と
な
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
二
木
の
説
明
に
対
し
て
、
玄
米
は
栄
養
分
が
多
い
と
言
っ
て
も
、
消
化
吸
収
が
悪
い
た
め
に
、
栄
養
に
な

る
分
か
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
反
論
が
出
さ
れ
た
り
し
た
が
、
二
木
は
そ
れ
ら
に
も
丁
寧
か
つ
詳
細
に
応
じ



て
あ
く
ま
で
自
説
の
正
当
性
を
主
張
し
た
。
玄
米
博
士
の
面
目
躍
如
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

玄
米
食
奨
励
を
含
む
こ
う
し
た
二
木
の
一
連
の
活
動
は
、
国
民
栄
養
学
、
国
民
健
康
学
の
は
し
り
と
評
価
さ
れ
て
い

る
。

文

化

勲

章

受

章

東
大
教
授
と
し
て
自
身
の
研
究
と
後
輩
の
指
導
に
勤
し
む
か
た
わ
ら
、
二
木
式
健
康
法
を
も
っ
て
国
民
全
体
の
健
康

の
た
め
に
こ
こ
ろ
を
砕
く
二
木
の
活
動
は
、
先
の
鼠
咬
症
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
発
見
な
ど
の
功
績
と
合
わ
せ
て
高
い
評
価
を

受
け
、
昭
和
四
年
に
日
本
学
士
院
賞
、
十
四
年
に
は
東
宮
衙
成
婚
記
念
賞
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

二
木
は
、
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
の
教
授
と
し
て
定
年
ま
で
勤
務
し
た
が
、
そ
の
他
に
、
日
本
大
学
医
学
部
、
東
京

歯
科
医
専
、
日
本
女
子
大
学
、
実
践
女
学
校
の
教
授
や
講
師
と
し
て
も
勤
務
し
、
ま
た
、
豊
島
学
園
理
事
長
、
豊
島
丘

女
子
高
等
学
校
長
と
し
て
、
後
輩
の
教
育
指
導
に
も
あ
た
っ
て
い
る
。
教
育
者
と
し
て
も
優
れ
た
業
績
を
残
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

二
木
は
ま
た
、
日
本
の
精
神
文
化
を
強
調
し
、
昭
和
七
年
に
『
古
史
読
本
』
を
編
纂
し
た
。
こ
れ
は
、
『
古
事
記
』
『
日

本
書
紀
』
か
ら
の
抄
録
で
、
二
木
は
そ
の
序
文
で
「
こ
の
書
は
、
こ
れ
を
譬
う
れ
ば
、
日
本
国
の
解
剖
で
、
日
本
の
生

理
、
日
本
の
発
生
及
び
日
本
の
発
達
史
で
、
又
日
本
の
神
髄
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
二
木
の
活
動
の
幅
の
広
さ
が

知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。



昭
和
二
十
六
年
に
学
士
院
会
員
に
選
ば
れ
、
日
本
伝
染
病
学
会
会
長
に
就
任
し
て
い
た
二
木
は
、
み
ず
か
ら
唱
導
す

る
二
木
式
健
康
法
を
実
践
し
て
健
康
そ
の
も
の
の
毎
日
を
送
り
、
以
前
に
も
ま
し
て
重
要
で
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
て

い
た
が
、
医
学
を
中
心
に
し
た
長
年
に
わ
た
る
文
化
的
功
績
に
対
し
て
、
昭
和
三
十
年
に
は
文
化
勲
章
が
授
与
さ
れ
た
。

今
日
ま
で
、
秋
田
県
出
身
者
で
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
人
は
二
木
以
外
に
は
い
な
い
。

さ
ら
に
二
木
は
、
昭
和
四
十
一
年
に
勲
一
等
瑞
宝
章
を
受
け
、
最
高
の
栄
誉
に
輝
い
た
の
で
あ
っ
た
。

二
木
は
晩
年
を
東
京
新
宿
の
自
宅
で
送
っ
た
が
、
毎
年
夏
に
は
郷
里
の
秋
田
に
帰
省
す
る
な
ど
、
生
ま
れ
故
郷
を
忘

れ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。

昭
和
四
十
一
年
四
月
二
十
七
日
に
、
九
十
三
歳
の
天
寿
を
全
う
し
て
二
木
は
こ
の
世
を
去
っ
た
。
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